
令和４年度 事業報告書 

 

Ⅰ 概 況 

公益財団法人福岡県スポーツ推進基金は、福岡県におけるスポーツの推進及びスポーツを通じた地域の活性化に寄与することを目的として、福岡

県ゆかりのトップアスリートの育成及び大規模スポーツ大会等の誘致・開催を実現するため、令和２年９月に設立し、令和３年４月に公益財団法人

として認定された。 

令和４年度は、以下の各事業を実施した。 

 

Ⅱ 福岡県ゆかりのトップアスリートの育成 

  １ トップアスリートの活動支援 

    福岡県ゆかりの優秀なアスリートの競技活動を支援するため、以下の事業を実施 

    (1) トップアスリート育成助成金 

① トップアスリート活動助成 

主に福岡県内で活動する優秀なアスリートに対する支援を実施 

      助成決定者 １５名  助成額 ７，５００，０００円 

   【助成者】 

アスリート名 競技種目 所 属(申請時点) 主な活動歴 

赤熊 卓弥 ビーチサッカー ラソアペーゴ北九州 2021 ビーチサッカー日本代表 

阿部 友里香 パラノルディックスキー 
（特非）日本障害者スキー連盟 

（株）日立ソリューションズ 
2014-2021 パラノルディックスキー日本代表 

荒井 美桜 アルペンスキー サンミリオンスキークラブ 
2014-2020 アルペンスキー日本代表 

2021 SNOWJAPAN 国内強化指定選手 



伊藤 龍之介 ビーチサッカー ラソアペーゴ北九州 
2021 インターコンチネンタルビーチサッカー日本代表 

2022 ビーチサッカー日本代表候補選出 

緒方 良行 スポーツクライミング B-PUMP 
2014-2022 ボルダリング日本代表 

W 杯 2021 年間総合ランキング 個人１位 

奥田 浩輔 FID サッカー 福岡県知的障がい者サッカー連盟 
2020-2021 日本代表候補選出 

2022 日本代表 

桐明 輝子 カヌースプリント （公財）福岡県スポーツ協会 2018-2022 女子カナディアン日本代表 

熊  凌汰 ボウリング 福岡県立香椎高校 2021-2022 U18 ユースナショナル日本代表 

末永 健翔 FID バスケットボール 
総合型地域スポーツクラブ

HEROES 
2017-2022 FID バスケットボール日本代表 

津岡 翔太郎 ラグビー 
ｺｶ･ｺｰﾗﾎﾞﾄﾗｰｽﾞｼﾞｬﾊﾟﾝ(株) 

（公財）日本ﾗｸﾞﾋﾞｰﾌｯﾄﾎﾞｰﾙ協会 

2019 7 人制ラグビー日本代表 

2021 7 人制ラグビー東京五輪バックアップメンバー 

中嶋 高志 FID バスケットボール 福学クラブ 2020-2022 FID バスケットボール日本 B代表 

松岡 吏 ビーチサッカー ラソアペーゴ北九州 2021 インターコンチネンタルビーチサッカー日本代表 

松元 卓巳 デフサッカー 
日本ろう者ｻｯｶｰ協会 福岡ｹﾙﾍﾞﾛｽ FC 

日本サッカー協会 光陽クラブ 
2006-2022 デフサッカー日本代表 

矢ケ部 紋可 デフバドミントン （一社）日本ﾃﾞﾌﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ協会 2017-2022 デフバドミントン日本代表 

湯野 琉世 ビーチサッカー アディ FC／福岡ケルベロス FC 2018-2022 デフサッカー日本代表 



     ② イノベーション導入助成 

競技力向上のための新たな技術や手法を活用したトレーニング等の導入に対する支援を実施 

       助成決定者 ５団体・チーム  助成額 ７,３４５，０００円 

   【助成者】 

対 象 者 活          動 

福岡県山岳・ｽﾎﾟｰﾂｸﾗｲﾐﾝｸﾞ連盟 選手の動作映像撮影による、関節可動域や筋力解析及び身体特性・身体データ・目的に応じた運動指導 

浮羽究真館高校ラグビー部 
「トップアスリートロールモデルプロジェクト」 トップチーム所属現役選手の２４０日間にわたる 

部活動継続的指導による競技力向上 

LeRIRO 福岡 

（ラグビー） 
競技力向上を支える「SMART メディカルサポート」 

西日本工業大学ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ部 スポーツにおける視野に特化した強化活動 

福岡 J・アンクラス 

（女子サッカー） 
自動撮影ソフトを用いた女性特有の骨格・動作の分析とフィードバックによるパフォーマンス向上 

 

(2) パラアスリート助成金 

福岡県ゆかりの JPC加盟競技団体強化指定選手に対する支援を実施 

       助成決定者 ４４名 ※帯同者含む  助成額 １７，２４７，１２６円 

【助成者】 

アスリート名 競技種目 所 属(申請時点) 主な活動歴 

梶原 大暉 バドミントン (一社)日本パラバドミントン協会 
東京 2020 パラリンピック 男子シングルス(WH2)優勝 

2022 パラバドミントン国際大会 男子シングルス(WH2)郵送 



藤野 遼 バドミントン (一社)日本パラバドミントン協会 
東京 2020 パラリンピック 女子シングルス(SL4)５位 

2021 パラバドミントン国際大会 女子シングルス(SL4)２位 

古川 佳奈美 卓球 ㈱えん・コミュニケーションズ 

東京 2020 パラリンピック 出場 

2019 ITTF PTT ジャパンオープン 2019 東京 

女子シングルス３位／女子ダブルス２位 

立石ｱﾙﾌｧ裕一 卓球 
(一社)日本肢体不自由者卓球協会 

㈱Ｄ２ＣＲ 

2021 アルゼンチン・オープン 

 個人戦 クラス８優勝／団体戦 クラス８２位 

吉岡 駿佑 卓球 福岡大野城卓球アカデミー 
2021 パラ FID ジャパン・チャンピオンシップ卓球大会 2021 

 ベスト８ 

小林 浩美 パワーリフティング (特非)日本ﾊﾟﾗﾊﾟﾜｰﾘﾌﾃｨﾝｸﾞ連盟 
2022 全日本選手権 45kg 級２位 

2022 チャレンジカップ京都大会 45kg 級２位 

重定 知佳 アーチェリー (一社)日本身体障害者ｱｰﾁｪﾘｰ連盟 
東京 2020 パラリンピック 

 リカーブ女子個人７位／リカーブ混合団体５位 

藤井 正臣 アーチェリー (一社)日本身体障害者ｱｰﾁｪﾘｰ連盟 
2021 第 7回 JAPF パラアーチェリー大会 

 コンパウンド男子４位 

瀬戸 勇次郎 柔道 福岡教育大学 
東京 2020 パラリンピック 男子 66kg 級３位 

2021 全日本視覚障がい者柔道大会 男子 66kg 級優勝 

田中 光哉 テコンドー (一社)全日本テコンドー協会 
東京 2020 パラリンピック 男子 61kg 級(K44)９位 

2022 全日本パラテコンドー選手権大会 男子 58kg 級２位 

原田 涼平 テコンドー (一社)全日本テコンドー協会 2022 全日本パラテコンドー選手権大会 男子 58kg 級３位 

小宮 正江 ゴールボール (一社)日本ゴールボール協会 2020 第 10 回パジュラハティゲームズ４位 



川野 将太 車いすテニス シーズアスリート 
2012-2022 BNP Paribas World Teams Cup 出場 

(クアードクラス 2021 ４位／2022 ５位) 

高野 頌吾 車いすテニス ㈱かんぽ生命 
2021 BNP Paribas World Teams Cup ジュニアクラス優勝 

2020 MELBOURNE WHEELCHAIR TENNIS OPEN ジュニアクラス優勝 

久保下 郁弥 車いすテニス 柳生園テニスクラブ 
2022 Megasaray Open クアードクラスベスト８ 

2021 Hulya Avsar Open クアードクラスベスト８ 

渡辺 勝 陸上 九州パラ陸上競技協会 
2022 東京マラソン 2021 車いすの部８位 

2020 ロンドンマラソン 車いすの部４位 

洞ノ上 浩太 陸上 九州パラ陸上競技協会 
2022 東京マラソン 2021 車いすの部７位 

2022 ボストンマラソン 車いすの部４位 

山下 慎治 陸上 (特非)日本ブラインドマラソン協会 
2021 防府読売マラソン ２位 

2020 別府大分マラソン ３位 

安藤 夏輝 車いすラグビー (一社)日本車いすラグビー連盟 2019 三井不動産車いすラグビー日本選手権大会 ４位 

城  寿史 馬術 福岡県馬術連盟 
2022 国際パラ馬術大会 出場 

2021 全日本パラ馬術大会 チームテストグレードⅤ優勝 

佐々木 一成 バレーボール ギークス㈱ 東京 2020 パラリンピック ベスト８ 

 

   (3) デュアルキャリア・アスリート活用セミナー 

県内企業に対して、デュアルキャリアを目指すアスリートの雇用メリットの啓発を実施 

      県内４地域（北九州・筑後・筑豊・福岡）／計６回開催 

        参加者 のべ４６事業者 ６２名 

      



   (4) アスリート・キャリア形成支援研修 

        デュアルキャリア・セカンドキャリア実践者によるモデルケースの紹介やキャリア形成の専門家による企業側が求める人材、就職先の傾向に

関する情報提供 

      指導者向け研修会  参加者 ７８名 

アスリート向けセミナー（動画視聴） 視聴回数 のべ１４９回 

 

(5) スポーツ関連セミナー 

スポーツに関するセミナーの開催 

「 あの山縣亮太選手から学ぶ！ KIDs 走り方教室 」 

対象 小学４～６年生  参加者 ３０名 

 

２ ファンエンゲージメントの促進 

  福岡県ゆかりのアスリート及びチームの意欲的な活動や、県内で開催される競技大会の開催の実現をファンと共に支える環境を形成するため、以

下の事業を実施 

   (1) クラウドファンディングの運営 

     福岡ゆかりのアスリート・チーム及び県内競技団体にクラウドファンディングのプラットフォームを提供 

     プロジェクト数 ５件  支援金額 ２４，４２７，６００円 

【プロジェクト概要】 

支 援 対 象 実 施 主 体 実 施 期 間 支 援 金 額（支援者数） 

金鷲旗玉竜旗高校柔剣道大会 
㈱西日本新聞社 

㈱西日本新聞イベントサービス 

(自)令和 4年 5月 20 日 

(至)  同 7 月 12 日 
3,928,000 円（223名） 

「パピオアイスアリーナ」の再開 福岡県スケート連盟 ほか 
(自)令和 4年 7 月 12 日 

(至)  同  9 月 30 日 
19,500,000 円（921名） 



スピードスキー 八並朋之 選手 

（月額課金型サポーターズクラブ） 
同 左 

(自)令和 4年 12 月 27 日 

(至)  期限なし 
107,100 円（15 名）※ 

マイナビ ツール・ド・九州２０２３ （一社）ツール・ド・九州 
(自)令和 5年 1 月 27 日 

(至)  同  3 月 31 日 
430,000 円（14 名） 

オートバイレーサー 鳥羽海渡 選手 同 左 
(自)令和 5年 2 月 15 日 

(至)  同  4 月 30 日 
462,500 円（33 名）※ 

     ※令和５年３月３１日現在 

 

    (2) ウェブサイト・SNS「FUKUOKA SPORTS」の運営 

     当財団が運営するウェブサイト及び SNS「FUKUOKA SPORTS」の企画運営を実施 

    ① ウェブサイト 

          プロ・アマチュア・大人・子どもを問わず、誰でも情報を発信できる福岡県のスポーツに関する掲示板型の WEB メディアを運営。 

          掲載数 掲示板 ２４件  イベント １０１件  動画 １６５件 

    ② ＳＮＳ 

          主に福岡県ゆかりのアスリートやチーム等の活躍に関する情報を SNS を通じて発信。YouTube では、主に県内で行われるスポーツの試合のライ

ブ配信や、福岡県ゆかりのアスリート等を紹介する動画を配信。 

     投稿数 YouTube ４８２件  Twitter ２３９件 Instagram ２７件 Facebook １３６件 

 

３ スポーツの魅力発信 

   福岡県ゆかりのアスリートの魅力を発信することで、注目を集め、ファンを増やし、県内スポーツの価値向上を図るため、以下の事業を実施 

(1) アスリート・チーム紹介 

   アスリート・チームへの関心を高め、応援する機運を醸成するため、当財団ウェブサイトで紹介 

(2) イベント案内 

     県内で開催される試合等のスポーツイベントを当財団ウェブサイトに掲載するとともに参加者の受付を管理する機能を構築 



 (3) 試合動画配信 

     県内で開催される試合動画のインターネットによるライブ配信を奨励及び実施 

配信した大会 ９４  配信した試合 ４０１  総再生回数 １,８０１,６５５回 

 

【試合動画ライブ配信の状況(大会ごとの再生回数上位 10 傑)】  ※Fukuoka Sports YouTube チャンネルで配信したもののみ 

大会名 開催期間 
再生回数 

(R5.3.31 時点) 

令和 4年度 福岡県高等学校バスケットボ－ル新人大会 令和 5年 1月 28 日から 2月 11 日 234,258 回 

令和 4年度 福岡県高等学校総合体育大会 バスケットボール競技大会 令和 4年 5月 22 日から 6月 5 日 226,287 回 

クロカン日本選手権 2023 令和 5年 2月 26 日 127,174 回 

第 62 回西日本学生バドミントン選手権大会 令和 4年 9月 1日から 9月 9日 75,212 回 

令和 4年度第 43 回全九州中学生バスケットボール春季選手権大会 令和 5年 2月 24 日から 2月 26 日 61,082 回 

令和 4年度福岡県高等学校ラグビーフットボール大会 令和 4年 5月 1日から 6月 5日 57,796 回 

第 71 回九州学生バドミントン選手権大会 令和 4年 10 月 16 日から 30 日 57,681 回 

第 29 回全九州大学バスケットボールリーグ戦 令和 4年 9 月 3 日から 11 月 6日 43,137 回 

2022 年度 第 3回福岡県 U15 バスケットボール選手権大会 令和 4年 10 月 16 日から 10 月 30 日 41,248 回 

令和 4年度 福岡県高等学校バレーボール新人大会 令和 5年 1月 21 日から 1月 22 日 38,150 回 

 

(4) スポーツ関連セミナー【再掲】 



(5) ウェブサイト・SNS「FUKUOKA SPORTS」の運営【再掲】 

 

Ⅲ 大規模スポーツ大会等の誘致・開催の支援 

(1) 福岡国際マラソン２０２２に対する開催支援 

「福岡国際マラソン選手権大会」の歴史と伝統の上に立ち、新たにスタートした大会に参画。 

大会を通じて SDGｓの視点を取り入れた運営を実施。 

 

【大会概要】 

期  日 2022 年 12 月 4日(日) 

主  催 
公益財団法人日本陸上競技連盟、福岡国際マラソン実行委員会 

（日本陸上競技連盟、福岡陸上競技会、福岡県、福岡県スポーツ推進基金） 

出 場 者 73 名 

協  力 

特別協賛：木下グループ 

車両提供：福岡県トヨタグループ 

時計提供：シチズン時計 

協賛  ：内藤証券、九電工 ほか計 57 社 

ボランティア 3,485 名 

SDGｓの取組 

・審判長車、時計車などの関係車両は水素自動車やハイブリッド車を配備 

・選手へ配布する Tシャツや沿道のコーステープは、リサイクル素材や廃

棄時に有害物質を排出しない素材で作成 

・入賞選手に贈呈する表彰状は、福岡県指定特産工芸品の八女手漉和紙で

作成。県知事賞は京築地方で生産される京築ヒノキから作成 

 


